
   

 10・11月号ほけんだより 

令和３年９月３０日 幼保連携型認定こども園二川目保育園 

気持ちよい秋晴れの下、子どもはのびのびと体を動かしています。しっかり食べて、たくさん遊んで、たっぷり眠る。規則正しい生活リズムの中で、

寒さに向かう体力をつけていきましょう。 

           園児健診のお知らせ 
       １０月２１日（木)１０：００～歯科検診 

          １４：００～内科検診 

★当日はなるべくお休みをせず受診してください。

なお、特に気になることがある場合は、事前に 

担任までお知らせください。 

寒いとつい厚着をさ

せたくなりますが、

薄着で寒さや外気

を感じることで、寒

さへの適応力がつ

きます。 

また、セーターやフ

リースなど厚いもの

を１枚着せるよりも、

重ね着をするほう

が空気の層が厚く

なり、温かさがアッ

プします。 

成長するにつれてスマホやタブレット、テレビなどの視聴時間が長くなりがちです。

しかし、無制限にそれらとつきあうことが、子どもの発達に悪影響を与えることが、

わかってきました。 

特に「乳幼児」がテレビなどを長時間視聴することが、言語の発達や社会性の遅れ

につながることを日本小児科学会が報告し、どうつきあうか、６つのアドバイスを出

しています。 

    鼻水の色とその特徴 
通常の鼻水はさらさらしていますが、異常な鼻水もあ

ります。黄色い鼻水、緑色の鼻水、粘っこい鼻水、ど

ろっとした膿のような鼻水などです。 
 

●透明色→風邪（引き始め）、アレルギー性鼻炎 
 

●白色→風邪（真っ只中）、上気道炎 
 

●黄色→風邪（白血球がウイルスや細菌と戦って 

          いる。）、副鼻腔炎 
 

●緑色→風邪（白血球がウイルスや細菌と戦って 

          いる。）、慢性副鼻腔炎 
 

★特に、黄色い鼻水や緑色の鼻水が出ている場合   

  には、耳鼻咽喉科を受診されることをおすすめ 

  します。（咳がひどい場合には小児科受診をおす 

  すめします。） 

   

  症状があるにもかかわらず放置していると、 

  なかなか治らない、症状が悪化することも考えら   

  れるため、早めの病院受診をお願い致します。 
 

          ＜なぞなぞクイズ＞ 

①すずのおとをきこうとしないあきのむし、なーんだ？ 

 

②そこにあるのにない！？あきのくだもの、なーんだ？ 
 

＜先月の答え＞ 

 ①はち  ②せみ 


